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「子ども自身ではなく、
路上の状況に問題」

　ＮＰＯ法人アジア・コミュニティ・センター 21（ＡＣＣ 21）は７日、
フィリピンや国際協力などに興味を持つ若者から社会人向けの月に一
度の連続講座「フィリピンのストリートチルドレンのために私たちが
できること」の初回をオンラインで開催した。高校生や大学生、大学
院生、ＮＧＯ関係者ら 20 人以上が参加した。
　2005 年設立のＡＣＣ 21 は、これまで比を始め、アジア各地におい
て現地パートナーとの連携の下、貧困や不公平の是正に取り組んでき
た。比では現在、「2030 年までにストリートチルドレンをゼロにする」
を目標に、若者の自立支援プロジェクトに力を注ぐ。
　伊藤道雄代表理事は挨拶の中で、アジアを走り回った約 40 年前に
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ＮＰＯ法人アジア・コミュニティ・センター 21（ＡＣＣ
21）が開催した「フィリピンのストリートチルドレンのた
めに私たちができること」のオンライン初回講座＝７日

ＡＣＣ21の連続講座始まる
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フィリピン
大衆紙の話題

　女子中学生が飛び降り自殺　セブ州マンダ
ウエ市バニラッドのコンドミニアムで７日午
前７時ごろ、15歳の女子中学生が19階から飛
び降り、死亡が確認された。国家警察によると、
女子生徒はこのコンドミニアムの７階に両親
と一緒に住んでいた。同日午前６時に学校に
行くと親に告げて外出した。しかし、その後、
学校には行かず、19階から飛び降りたことが
監視カメラの映像で確認された。女子中学生
は１月29日から学校を欠席しており、２月７
日に久しぶりに登校することになっていた。
担当教員によると、女子生徒は欠席理由につ
いて家族に深刻な問題が発生しているためと
答えていたという。               （８日・ブルガ－）
　トップニュース（８日）
≫警察はドゥテルテ前大統領を逮捕すること
はない　　　　　　　　　　　　　   （スター）
≫ダバオデオロ州で大規模な土砂崩れが発生
                                               （マニラブレティン）

外国為替と株価動向（８日）
＄１＝Ｐ55.911（前回比0.039高）
　　＝￥148.77（同 0.95円安）
比証券取引所株価指数＝6,850.16（同 20.12 ポイント△）
日経平均株価＝36,863.28（同 743.36円△）
市中両替レート
１万円＝Ｐ3,730、＄100＝Ｐ 5,565

（マニラ市の市中両替商調べ）

大人の隠れ家的 JTV
マカティに待望のニュー JTV
スーパーマガンダ　勢揃い !!

夜間マニラ湾沿いで、路上の子どもたちに金銭を要
求された経験を回想。「腕をつかむと折れそうに細
く、目はにこりともしない」、その一方の「日本で
は子どもたちは親に夜食を作ってもらい、受験勉強
に励んでいた」とのギャップを紹介。当時の体験が、
現在でもＡＣＣ 21 における伊藤氏の活動の原動力
となっていることをうかがわせた。

　▽格差社会のある国
　初回で講師役を務めたのは「フィリピンと日本―
―戦争・ＯＤＡ・政府・人々」（2023 年、梨の木舎）
などの著者で知られる、名古屋学院大国際文化学部
の佐竹眞明教授だ。1980 年の大学院時代から比に
通い始め、マニラやネグロス島を中心に比との関わ
りを持ち続けてきたという。佐竹教授はスペイン統
治、米国、日本の占領時代を中心に、比の歴史的な
成り立ちを説明。マニラ市トンド地区での貧困層の
暮らしぶりにも触れながら、参加者に向け、比の格
差社会の現状も紹介した。
　佐竹教授によると、比の面積は日本の約８割で、

人口は１億１８００万人おり、向こう４年で日本の
人口を抜くと予想される。人口密度は１平方キロ
あたり 397 人で日本の 326 人（2023 年）より高く、
人口の３割以上がスラム地区に住み、「集合住宅に
は限られた人しか入れない」。また、平均寿命は男
性が 67.4 歳で、女性が 70.3 歳、人口の中央値は 25
歳（日本 49.1 歳）だという。
　佐竹教授は「日本は高齢化、比では若い世代が明
日を作る」と強調した。さらに、政府による最貧困
世帯向け条件付き現金給付事業（４Ｐｓ）はあるも
のの、実際には多くの家族が、ＮＧＯ支援を必要と
している状況を指摘し、「行政だけに任せられない」
実態があることも伝えた。
　参加者もグループに分かれての自己紹介や貧困に
ついてのブレインストーミングといったアクティビ
ティー活動を行った。各自関心を持つ点や、「貧困」
と聞いて描くイメージを伝えるなどした。参加者に
は国際系の大学への進学を考える高校生や、自身が
比人の親を持つ大学生、カトリック系の幼稚園を手
伝うシスター、ミャンマーでの事業に携わるＮＧＯ
職員も見られた。貧困に対するイメージとして、「生
まれながらにして抱えてしまう問題」「衣食住すら
が厳しい」「幸せの水準が低い」「大家族」「将来設
計ができない」といった意見が挙げられた。

　▽学生時代の体験が基
　後半ではＡＣＣ 21 に関わって 15 年、広報・比事
業を担う辻本紀子氏が、「ストリートチルドレンの
状況・課題」について説明した。辻本氏は学生時代
に、日系ＮＰＯ法人「アクション」のワークキャン
プに参加。「オロンガポの漁村での３週間の活動が
一つのきっかけとなって、国際協力に関わっている」
と振り返った。
　辻本氏によると、2015 年時点で比全体に少なく
とも 36 万 9242 人のストリートチルドレンがいる。
その定義は①日中は路上で物乞いなどをし、夜はス
ラム地域の自宅に帰る子どもたち（70％）②路上で
寝泊まりする子どもたち（25％）③家族関係が絶た
れた子どもたち（５％）――。ＡＣＣ 21 では、若
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者たちが路上を抜け出すための支援を通じて、これ
まで 135 人の若者の職業訓練を援助してきた。今後
の事業継続と、比日の政府や市民社会をはじめ、社
会全体への働きかけと協力を募っていくとしてい
る。
　また、「ストリートチルドレン」という言葉は転
換時期が来ているとの意見もあることを紹介。「こ

の言葉自体に差別や偏見があるのでは」とし「路
上の状況にある子どもたち」（Children in Street 
Situations、ＣＩＳＳ）という言葉が関係者間で
は使われている現状にも触れた。辻本氏は「子ども
自身に問題があるのではなく、路上の状況に問題が
あるという考え方が発想の根底」と語った。（岡田薫）

　テオドロ国防相はこのほど、比国内最北端のバタネス州マ
ブリス（ヤミ）島への国軍の配置を増やすよう指示した。
　国防相が率いる代表団は６日、ブラウナー参謀総長ら国軍
幹部とともに、マブリス島の海軍基地を訪問し、同州バタン
島に建設中の海軍前方作戦基地を視察した。
　北ルソン海軍広報官のザッカリー・シンスアン氏によると、
同相は「2024 年以降、国軍の作戦テンポは速くなる」と話し、
またバタネス州が「北部基線における比の先鋒」と指摘し、
より多くの建造物の開発や国軍の存在感を高めるように強調
したという。
　シンスアン氏は同相のマブリス島訪問について領土防衛と
国家安全保障に対する我が国のコミットメントを示すと述
べ、「戦略的地域に強固なプレゼンスを確立することの重要
性が強調され、国境を守り、国民の安全を確保することへの
ゆるぎない献身を象徴する」と話した。
　また代表団はルソン地方北部カガヤン州のカガヤン経済区
庁（ＣＥＺＡ）があるアイリーン港も訪問し、海洋権益と経
済的利益の双方を確保するための政府の統合的な取り組みを
呼び掛けた。
　台湾まで約 80 キロの距離にあるマブリス島は南シナ海に
おけるシーレーン（国際水路）の要衝である台湾と比の間の
バシー海峡に面しており、バタネス州は台湾有事が発生した
場合に在台比人や台湾難民を一時収容することが計画されて
いる。
　またバタネス州をめぐっては昨年、米国が通信インフラ整
備を、中国が農業支援を申し出ており、両国が台湾有事を見
据えて同州を取り込もうとする動きもみられていた。

（沼田康平、ロビーナ・アシド）

マブリス島軍基地を視察したテ
オドロ国防大臣（中央）ら代表
団＝国軍フェイスブックより
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ＨＩＶ感染者
12 万人超え

　保健省はこのほど、2023 年９月時点で 12 万 2640
人のヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）感染者が確認

されていると発表した。うち１万 3516 人が新規感
染者だった。また、新規感染者の 95％にあたる 1
万 2813 人が男性で、703 人が女性だった。
　診断時の年齢は、48％にあたる 6485 人が 25 ～
34 歳、4151 人（31％）が 15 ～ 24 歳、2449 人（18％）
が35～49歳、354人（３％）が50歳以上、76人（１％）
が 15 歳以下だった。


